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︹
編
集
後
記
︺

1
．
今
回
は
、
投
稿
論
文
七
点
の
う
ち
五
点
が
掲
載
さ
れ
た
。

2
．
第
一
三
〇
号
よ
り
、
提
出
方
法
が
変
更
さ
れ
た
。
新
投
稿
規
程
を
通

読
し
て
、
疑
問
点
、
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
に
は
、
な
る
べ
く
早
目
に
、

後
掲
6
に
則
り
、
編
集
委
員
会
（
担
当
：
佐
藤
）
に
問
合
わ
せ
て
ほ
し

い
。

3
．
審
査
を
通
過
し
た
論
文
の
校
正
は
一
回
限
り
で
あ
る
。
校
正
で
は
、

最
低
限
の
修
正
（
誤
字
、
脱
字
等
の
訂
正
）
に
と
ど
め
る
こ
と
。
研
究

助
成
へ
の
謝
辞
の
追
記
は
認
め
る
。

4
．
欧
文
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
適
確
に
和
文
タ
イ
ト
ル
を

表
現
し
て
い
る
か
否
か
を
よ
く
吟
味
し
、
可
能
で
あ
れ
ば
、native 

check

に
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

5
．M

ac

でZip

フ
ァ
イ
ル
を
作
成
す
る
場
合
、W

indow
s

で
展
開
し
て

も
文
字
化
け
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
ソ
フ
ト
を
使
用
す
る
こ
と
。

文
字
化
け
を
起
こ
す
場
合
は
、
圧
縮
し
な
い
形
で
の
フ
ァ
イ
ル
の
再
送

を
依
頼
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
。

6
．
法
学
政
治
学
論
究
へ
の
掲
載
証
明
申
請
を
含
む
問
合
わ
せ
は
、
投
稿

規
程
11
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
宛
に
行
う
こ
と
。
そ
の
際
に
は
、
住
所
・

電
話
番
号
の
ほ
か
、
問
合
わ
せ
時
の
身
分
や
所
属
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
明
記
さ
れ
た
い
。

７
．
最
近
、
本
学
法
学
研
究
科
以
外
の
研
究
機
関
に
所
属
す
る
方
か
ら
の

投
稿
が
増
え
て
お
り
、
良
い
傾
向
だ
と
考
え
て
い
る
。
本
誌
の
投
稿
資

格
は
本
学
法
学
研
究
科
在
籍
者
以
外
に
も
開
か
れ
て
い
る
。
今
後
も
奮

っ
て
ご
投
稿
い
た
だ
き
た
い
。

８
．
最
近
、
投
稿
規
程
を
十
分
に
確
認
し
て
い
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
と

思
わ
れ
る
形
式
不
備
が
目
に
つ
く
。
編
集
事
務
室
か
ら
の
修
正
指
示
が

あ
る
と
き
を
除
き
提
出
後
の
原
稿
差
替
え
は
認
め
な
い
の
で
、
提
出
前

に
確
認
を
徹
底
さ
れ
た
い
。

９
．
法
学
研
究
科
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
全
面
刷
新
（
二
〇
二
三
年
三
月
）
に

伴
い
、
本
誌
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
も
変
更
さ
れ
た
。
本
号
掲
載

の
投
稿
規
程
「
8
．
応
募
方
法
」
に
記
載
し
て
あ
る
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
変
更
後

の
も
の
で
あ
る
。

10
．
第
一
四
二
号
（
応
募
期
間
：
二
〇
二
四
年
五
月
一
一
日
〜
一
五
日
）

か
ら
、
本
誌
を
横
組
み
に
変
更
し
、
ま
た
、
連
載
（
二
回
ま
で
）
を
認

め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第
一
四
〇
号
の
末
尾
に
新
投
稿
規
程
を
掲
載
す

る
。

 

（
二
〇
二
三
年
一
二
月
二
〇
日
、
佐
藤
拓
磨
記
）　


